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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 298.7 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 20 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

㎡
平成１６年度 平成２０年度

人 平成１６年度 平成２０年度

分
平成１６年度 平成２０年度

人
平成１７年度 平成２０年度

6

４．バス等の利用者数 東口での路線バス・企業バス等の利用者人数を調査する
シェルターの設置により公共交通機関利用の促進及び利用者の快
適性を高める 150 300

３．地区内の歩行者の移動所要時
間

地区内の歩行者の移動所要時間を調査する
鉄道整備により地域が分断されるため自由通路及び公開通路の整
備を行い、地域間の移動時間の短縮を図り便利で快適なまちづくり
を行う

13

3.1

２．地区内の人口 地区内の人口調査を行う 駅の開業により地域の賑わい等を人口数にて確認する 4,000 6,800

１．地区住民１人当たりの
　　公園緑地面積

地区内公園緑地供用面積及び人口を調査する
新駅周辺の憩い・交流の場と良好な住環境の向上を図るため公園
緑地の整備を行い、潤いのある空間を確保する 0.2

豊かな自然や歴史・文化を活かし、市民が真の豊かさを実感できるまち「みんなでつくろう価値ある流山」
・「流山市総合計画」（平成１２年４月）では、当該地区は、つくばエクスプレスと東武野田線の結節点に位置することから、交通利便性・交通結節拠点というポテンシャルの高さを活かした流山市の中心核と位置づけられており、商業業務・文化機能等の導
入により個性溢れるセンター地区づくり、及び地域の貴重な環境資源を活かした良好な市街地形成を図るとしている。
・都市計画法の「整備、開発又は保全の方針」においては、つくばエクスプレス等を有効に活用しつつ、本市の地域特性である自然環境との調和を図りながら、良好な都市基盤の形成と個性溢れる魅力的なまちづくりの実現を目指すとし、当該地区に商
業・業務機能の形成を図るとともに、既存商業地の活性化と質的向上に努めるとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 流山市
ながれやまし

流山市
ながれやまし

新市街地
しんしがいち

地区
ちく

計画期間 交付期間

大目標：周辺に残る自然林等の環境資源を活用しながら、都市と自然が共存する、「アーバンパストラル」をテーマとした流山市の中心となる快適なまちづくりを行う。
目標１：新たな市街地の顔となる緑の空間の創出を行う。
目標２：市の中心となる便利で快適なまちづくりを行う。

・当該地区は、ほぼ流山市の中心に位置しており、近隣の市野谷の森に代表されるように緑が多く残されている地域でもある。また、過去に宅地分譲された小規模な団地が点在し生活道の整備を含めインフラ整備が立ち遅れている状況にある。
・地区には東西に東武野田線が通過しており、南北方向に対して地域が分断している状況である。
・今まで,流山市は南部地区、東部地区、北部地区と市街地が三極化しており、中心がない街と言われてきたところである。そこで、当地区を流山市総合計画にて中心核と位置づけ、つくばエクスプレス及び東武野田線新駅、一体型土地区画整理事業によ
り、本市の中心市街地として発展させるものである。
・しかし、つくばエクスプレスが南北方向に東武野田線を交差する形で通過するため、より地域が分断される形になってしまうものである。
・流山市では平成５年から市民全体から公募した「流山まちづくり創生塾」を開塾している。この塾は、流山市のまちづくりを含め、各分野について調査研究を行うものであり、毎年、塾生により流山市のまちづくりについて積極的な提言が行われている。

・少子高齢化の時代を迎え、行政運営の観点としては首都圏から３０ｋｍ圏という地域のポテンシャルの高さを活かした都市骨格として商業・業務・文化等の中心となる流山の新拠点の形成が急務とされている。
・つくばエクスプレスと既存の東武野田線において分断される４つの地区のうち,西口エリアには市野谷の森が点在し、北口・東口エリアには大堀川が整備される事により地域資源を活かした緑空間が整備されるが,南口エリアには既存の環境資源が乏しく
良質な整備が必要とされている。
・交通上としては、つくばエクスプレスと東武野田線の交差により地区が４つに分断される事から、地域間の移動に相当の時間を要す事や交流が図りにくい状況にある。これを解消するために土地区画整理事業における整備では歩行者と自転車の交通動
線の確保が限られているものである。
・平成17年8月につくばエクスプレスの開業に合わせて開設した東口駅前広場については、路線バスをはじめスクールバス、企業送迎バス等に利用されているが、雨や日差しを避ける施設がなく利用者の快適性を損ねていることから、公共交通機関等の
利用促進の妨げになっている。
・住民等の快適な生活を保障できるよう、防災性の向上を図る必要がある。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

整備方針１（新たな市街地の顔となる緑の空間の創出）

整備方針２（市の中心となる便利で快適なまちづくり）

その他

方針に合致する主要な事業

・当該地区は隣接の「市野谷の森」に代表されるように緑が多く残されている地域であり､つくばエクスプレスと東武野田線により４つに分断されるエリアに
各１箇所ずつ計画されている近隣公園のうち、新駅開業に合わせてまちづくりが行われている街びらきエリアに位置する公園を市民の交流と憩いの空間
の創出と快適性の向上を図るため良質な緑の拠点整備を行う。

公園事業（仮称２号近隣公園）（基幹事業、市）、土地区画整理事業（関連事業）

・駅周辺部の歩行者・自転車動線の円滑な処理を可能にするために、つくばエクスプレスの高架下を利用して東西方向に横断する公開空地（通路）（高質
空間形成施設）の整備を行うものである。

・流山市の中心核を形成するために、つくばエクスプレス流山おおたかの森駅、東武野田線新駅及び駅前広場整備等により公共交通の拠点づくりを行
う。

・駅周辺部においてセンター地区を設定し、商業・業務・文化機能の導入に努める。

・つくばエクスプレスと東武野田線の両鉄道により分断される地域間の円滑な歩行者動線を確保するため、土地区画整理事業の駅前広場整備と合わせ
両鉄道駅間の乗り換えの利便性向上を図るとともに、当該地区のシンボル的な施設として自由通路（高次都市施設）の整備を行う。

・防災性の向上を図るために、耐震性貯水槽の整備を行う。

高次都市施設整備（自由通路）（基幹事業、市）、高質空間形成施設整備（公開通路）（基幹事業、
市）、（バスシェルター等設置［東口］）（基幹事業、市）、地域生活基盤施設（耐震性貯水槽）（基幹
事業、市）、土地区画整理事業（関連事業）、つくばエクスプレス建設事業（関連事業）、東武野田線
新駅設置事業（関連事業）、街路事業（関連事業）、調整池整備（関連事業）、河川整備（関連事
業）、排水（汚水、雨水）整備（関連事業）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
・公園の維持管理、清掃等については、地域の住民参加を検討している。住民参加を行う事により、地域内のコミュニティ形成につながり、愛着のあるより地域と一体となった施設の位置づけが確保できる。

・バス、タクシー等の公共交通機関の利用を促進するとともに利用者の快適性を高めるためシェルターの整備を行う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 流山市 直 2.0ｈａ 17 18 17 18 116 116 116 116

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 流山市 直 2基 20 20 20 20 9 9 9 9

高質空間形成施設 流山市 直 - 18 18 18 18 35 35 35 35

高次都市施設 流山市 直 0.24ｈａ 15 19 16 19 750 750 750 750

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 910 910 910 910 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 910
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
都市再生機構 ２８５．８ｈａ ○ 11 27 103,731

首都圏新都市鉄道 ５８．３ｋｍ ○ 4 16 940,000

東武鉄道（株） １，２００㎡ ○ 14 16 1,717

3・2･25大畔駒木線駒木地先 千葉県 ７２３ｍ ○ 11 17 8,756

3・2･25三輪野山駒木線三輪野山地先 千葉県 ７４１ｍ ○ 15 20 2,228

3・2･25大畔駒木線他1路線 都市再生機構 ４，１０７ｍ ○ 11 22 17,074

市野谷調整池 都市再生機構 ２．２ｈa ○ 13 17 2,720

大堀川 都市再生機構 ５．７ha ○ 11 20 6,157

新市街地地区　汚水・雨水 都市再生機構 ３２．６ha ○ 14 17 670

合計 1,083,053

所管省庁名事業箇所名

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

地域創造
支援事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

全体事業費

つくばエクスプレス建設事業

東武野田線新駅設置事業

（仮称）２号近隣公園

－

ー

自由通路

事業主体
事業期間（いずれかに○）

新市街地地区

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

事業

土地区画整理事業

規模

－

－

－

交付期間内事業期間
規模直／間

（参考）事業期間
事業主体事業箇所名

0

うち民負担分

0

事業

国費率 0.4

うち民負担分

交付対象事業費 910 交付限度額 364

細項目



都市再生整備計画の区域

　流山市新市街地地区（千葉県流山市） 面積 298.7 ha 区域



1人当りの公園緑地面積 （　㎡　） 0.2 （H16年度） → 3.1 （H20年度）
人口数 （　人　） 4,000 （H16年度） → 6,800 （H20年度）

歩行者の移動所要時間 （　分　） 13 （H16年度） → 6 （H20年度）

　流山市新市街地地区（千葉県流山市）　整備方針概要図

目標
周辺に残る自然林等の環境資源を活用しながら都市と自然が共存する
「アーバンパストラル」をテーマとした流山市の中心となる快適なまちづ
くり。

代表的
な指標

■基幹事業
高質空間形成施設（バスシェルター等設置（東口))

■基幹事業
高質空間形成施設（公開空地（通路））

■基幹事業
高次都市施設（自由通路）

■基幹事業
地域生活基盤施設（耐震性貯水槽）



1人当りの公園緑地面積 （　㎡　） 0.2 （H16年度） → 3.1 （H20年度）
人口数 （　人　） 4,000 （H16年度） → 6,800 （H20年度）

歩行者の移動所要時間 （　分　） 13 （H16年度） → 6 （H20年度）

　流山市新市街地地区（千葉県流山市）　整備方針概要図

目標
周辺に残る自然林等の環境資源を活用しながら都市と自然が共存す
る「アーバンパストラル」をテーマとした流山市の中心となる快適なま
ちづくり。

代表的
な指標

　■基幹事業
　高質空間形成施設（バスシェルター等設置（東口））

　■基幹事業
高次都市施設（自由通路）

　■基幹事業
高質空間形成施設（公開空地（通路）

(参考)　西口エレベーター

■基幹事業
地域生活基盤施設（耐震性貯水槽）
　　　　　[防災性の向上]


